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る



１ 議会って何をするところ２ 委員会を再現
議会の役割と仕組みについて、パワー
ポイントを使って、１０分ほど説明を
しました。議会は、どんなことをしてい
る所なのかを学びました。

生徒に、委員長役、委員役、執行部役
になってもらい、委員会を再現しても
らいました。内容は、小中学校にエア
コンを設置する補正予算について。

学
ぶ
・
話
す
・
体
験
す
る

議
会
を
楽
し
む

中
学
生
議
会
見
学
会

当
日
の
内
容

み
て

早
い
機
会
で
の
政
治

や
選
挙
へ
の
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
、
２
回
目
と
な
る
「
中
学

生
議
会
見
学
会
」
を
１２
月
２３

日
（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
５
中
学
校
か
ら
２２
人

の
生
徒
の
参
加
が
あ
り
、
２
時

間
程
度
、
中
学
生
と
議
員
が
交

流
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
議
員
と
直
接
話
し

合
う
「
議
員
と
の
お
話
会
」
や

「
議
員
に
質
問
」
の
コ
ー
ナ
ー

が
好
評
で
し
た
。

　

生
徒
達
に
は
、議
員
と
話
し
、

触
れ
あ
う
中
で
、
議
会
の
役
割

を
学
び
、
自
分
た
ち
の
住
む
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
中
学
生
な

ら
で
は
の
意
見
を
た
く
さ
ん
聞

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
政
治
は

日
々
の
生
活
と
繋
が
っ
て
い

る
、と
感
じ
て
頂
き
た
い
で
す
。

未
来
を
担
う
中
学
生
と

議
会
と
の
出
会
い

参加した中学生に、
議会見学会の感想を
聞いてみました。

2179号　議会だより筑紫野

浅川 瑛仁さん（中１）

江里口 明里さん（中１）

野畑 直人さん（中２）

どんな質問にも
対応する力と周りの
　　状況を判断する
力　力を学べました。

話し合いの仕方や
進め方が分かったので、
　　　学校生活の中で
　　　活かしていきたい
　　　です。

近隣の住民の権利を
尊重しながら、意見を
　　　受け入れている
　　　対応に良さを
　　　感じました。

ま
な
ぶ



５ 議員に質問
議席に座って議員に質問。１３人
の生徒が質問をしました。予定時
間を大きく過ぎるほど、積極的に
質問をしてくれました。

４ 市議会クイズ
「議長はどうやって選ぶ」、「市議会を
設置することは、何で決められている」
など、３択の市議会クイズ１０問に挑
戦しました。満点をとれた生徒も。

３ 議員とのお話会
４つの班に分かれて、議員とのお話。
議員と身近になって意見を交わしま
した。議員とのお話会が、生徒から
一番好評でした。

3 議会だより筑紫野 平成 30 年 2月15日

中山 珠李さん（中２）

村山　巧さん（中２）曽我 虹水さん（中２）

　政治のことに興味、
　関心がわいたので、
　　　みんなに話を
　　　したいです。

話し合って、
良い案にすることで、
　　住みやすい街に
　　なっていると
　　思いました。

　議会は、筑紫野市の
　ために、必死で頑張って
　　　　くださっている
　　　　ことが分かり
　　　　ました。

①議員が議場と正副議
長室を案内。今の議場も
今年まで②委員会を再
現では、初めて読む台本
をもとに議員役、執行部
役をうまくこなせました
③議員とのお話会では、
「楽しかった」という意見
が多数。学校のことや身
近なことについて話し合
いました④議場では、生徒
が積極的に議員に質問。
「なぜ市民プールがない
のですか？」などの鋭い
質問がありました。

②②②①

③

④ ④ ④ ④

③

③

①

小池 未記さん（中２）小池 未記さん（中２）

　議員の方達や議会に
　ついて知ることができ、
　　　安心して暮らせると
　　　思いました。



自然が多いところ 
公園がたくさん
あるところ

中学１年 中学２年

4
179号
議会だより筑紫野

８つの分団
①本部分団
②二日市分団
③二日市東分団
④御笠分団
⑤山家分団
⑥筑紫分団
⑦筑紫南分団
⑧山口分団

※①、③、⑦が新しくできる分団

内 容 追加額
介護給付等事業
（児童福祉サービスの利用者増） １億５５７７万円

私立保育所運営委託料
（保育士の処遇改善に伴う委託料増） ７４９５万円

ふるさと応援寄附金納付促進事業
（寄附件数の増加見込みのため） ４９７万円

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

概
要　

　

　

筑
紫
野
市
消
防
団
の
組

織
運
営
及
び
活
性
化
の
た

め
に
本
部
に
本
部
分
団
を

設
置
し
、
現
状
の
５
分
団

か
ら
８
分
団
へ
組
織
を
改

編
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
部
の

配
下
と
な
っ
て
い
た
女
性

班
は
本
部
分
団
と
な
り
ま

す
。

　
　
　
　

分
団
が
５
分
団

　
　
　
　

か
ら
８
分
団
へ

増
え
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
新
た
に
出
来
る
分
団

は
。

　
　
　
　

本
部
分
団
、
二

　
　
　
　

日
市
東
分
団
、

筑
紫
南
分
団
の
３
つ
で
あ

る
。

　
　
　
　

各
分
団
単
位
で

　
　
　
　

の
定
数
に
変
更

は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

団
全
体
の
定
数

　
　
　
　

は
定
め
て
い
る

が
、
各
分
団
の
定
数
は
定

め
て
い
な
い
。
各
分
団
の

団
員
数
に
つ
い
て
は
、
活

動
に
支
障
が
な
い
よ
う
配

慮
し
て
い
く
。

消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、給
与
、服
務
等
に
関
す
る
条
例（
一部
改
正
）

消
防
団
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
あ
わ
せ
改
編

本
部
分
団
を
含
め
８
分
団
に

平
成
２９
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

私
立
保
育
士
の
処
遇
改
善
に
伴
う
委
託
料
増

総務市民常任委員会

委
員
会
で
の
質
疑

　
　

全員一致

可決

概
要　

　

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額

に
、
７
億
８
９
１
万
円
を

追
加
し
、
３
３
３
億
３
５

１
２
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　
　
　
　

私
立
認
可
保
育

　
　
　
　

所
の
保
育
士
の

処
遇
が
改
善
さ
れ
た
こ
と

を
市
は
確
認
す
る
の
か
。

　
　
　
　

保
育
所
は
実
績

　
　
　
　

報
告
書
を
市
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
、

改
善
さ
れ
た
か
ど
う
か
を

そ
の
実
績
報
告
書
で
確
認

す
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

　
　

全員一致

可決

操法訓練に励む女性消防団員

補正の主な内容

私立認可保育所の保育士を対象とした
処遇改善の内容

①処遇改善加算Ⅰ
　全ての職員を対象として２％の
　処遇改善

②処遇改善加算Ⅱ
　・月額４万円の加算
　　副主任などの経験年数が概ね
　　７年以上の者

　・月額５千円の加算
　　職務分野別リーダーなどの
　　経験年数が概ね３年以上の者

概
要　

　

議会見学会に参加した
中学生に聞きました。
筑紫野市のどこが好き？



行事などが地域でいっぱいあって、
たくさんの人と交流できる

地域の人達との交流の場が
たくさんあるところ

中学２年 中学１年

5
議会だより筑紫野
平成３０年２月１５日

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

文教福祉常任委員会

県から購入する上古賀グラウンドの位置図
※グラウンドの一部は、市の土地

【
策
定
に
向
け
た
取
組
み
】

　

福
岡
県
と
管
理
委
託
契

約
を
締
結
し
て
無
償
で
使

用
し
て
い
る
土
地
を
、
運

動
公
園
用
地
と
し
て
取
得

す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
今
後
の
利
用
目

　
　
　
　
的
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
現
在
に
お
い
て

　
　
　
　

も
青
少
年
の
健

全
育
成
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
等
を
図
る
上
で
の

土
地
活
用
を
し
て
お
り
、

今
後
も
引
き
続
き
同
様
の

土
地
活
用
を
し
て
い
き
た

い
。

財
産（
土
地
）の
取
得
に
つ
い
て

上
古
賀
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
を
取
得

高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護
保
険
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
画
策
定
に
向
け
て

所
管
事
務
報
告

委
員
会
で
の
質
疑

　
　

全員一致

可決

　
　
　
　
現
在
の
利
用
状

　
　
　
　
況
は
。

　
　
　
　
年
間
で
約
１
万

　
　
　
　

２
千
人
の
利
用

者
が
あ
り
ま
す
。
主
に
軟

式
少
年
野
球
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
及
び
大

会
等
に
利
用
し
て
い
る
。

概
要　

　

　

昭
和
22
年
か
ら
昭
和

24
年
に
生
ま
れ
た
方
が

75
歳
に
到
達
す
る
２
０

２
５
年
に
は
、
ひ
と
り
暮

ら
し
や
高
齢
者
夫
婦
の
み

の
世
帯
、
認
知
症
の
高
齢

者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
２
０
２
５
年

を
見
据
え
た
中
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
計
画
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

　

高
齢
者
福
祉
計
画
・
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

で
は
、
高
齢
者
を
地
域
で

支
え
る
仕
組
み
で
あ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
の
た
め
、
第
６
期
計
画

で
取
組
ん
で
き
た
項
目
を

進
化
、
推
進
さ
せ
る
た
め

の
取
組
み
を
定
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

概
要　

　

。

高
齢
者
福
祉
推
進
委
員
会
及
び
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
協

議
（
平
成
29
年
6
月
か
ら
適
宜
開
催
）

計
画
策
定
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
議
会
に
報
告

（
平
成
29
年
１２
月
文
教
福
祉
委
員
会
）

計
画
の
素
案
及
び
介
護
保
険
料
の
変
更
に
伴
う
条
例
案
を
議

会
に
提
案
（
平
成
３０
年
３
月
予
定
）

高
齢
者
福
祉
推
進
委
員
会
及
び
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
の
集
約
、
計
画
へ
の
反
映
、
介

護
保
険
料
の
変
更
に
つ
い
て
協
議
（
平
成
３０
年
２
月
予
定
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
（
平
成
３０
年
１
月
）

日赤

公文書館

文化会館

日赤

公文書館

文化会館

上古賀一丁目232-16

上古賀一丁目315



自然と便利な場所が
融合しているところ

自然豊かなところ

中学２年 中学２年

6
179号
議会だより筑紫野

水道料金 下水道使用料 上下水道料計

筑紫野市 円 円 円

太宰府市 円 円 円

大野城市 円 円 円

春日市 円 円 円

那珂川町 円 円 円

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

概
要　

　

　

企
業
立
地
の
促
進
等
に

よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業

集
積
の
形
成
及
び
活
性
化

に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
支
援
措
置
の
要
件

で
あ
る
業
種
及
び
区
域
の

規
定
に
つ
い
て
改
め
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

概
要　

　

　

平
成
２０
年
に
作
成
し

目
標
年
度
が
平
成
３４
年

と
な
っ
て
お
り
５
年
ご
と

に
見
直
し
を
す
る
も
の
。

概
要　

　

　

議
会
報
告
会
で
、
筑
紫

野
市
の
水
道
料
金
が
高
い

の
で
は
な
い
か
。
と
の
ご

意
見
を
受
け
、
委
員
会
で

も
、
近
隣
市
町
の
水
道
料

金
を
調
査
し
た
。

　

標
準
的
な
家
庭
の
一
カ

月
の
上
下
水
道
料
金
の
比

較
で
、
口
径
１３
㎜
の
水
道

管
で
１８
㎥
使
用
し
た
場
合

で
比
較
し
た
。

　

筑
紫
野
市
は
、
筑
紫
地

区
４
市
１
町
の
中
で
、
水

道
料
金
は
一
番
安
い
が
、

下
水
道
使
用
料
は
、
２
番

目
に
高
く
、
上
下
水
道
料

合
わ
せ
る
と
、
３
番
目
に

安
い
と
い
う
事
が
わ
か
っ

た
。　

目
標
値

　
　

ゴ
ミ
の
排
出
抑
制
の
目
標

と
し
て
１
日
１
人
当
た
り

７
７
８
グ
ラ
ム
と
す
る
も

の
で
す
。

委
員
会
の
指
摘
事
項

　
　

　

委
員
会
と
し
て
は
、
目

標
値
が
、
現
状
維
持
の
数

値
と
な
っ
て
い
る
事
を
指

摘
し
た
。
当
市
は
、
ご
み

減
量
に
向
け
た
更
な
る
取

組
が
出
来
る
は
ず
で
あ
る

特
に
、
紙
・
布
類
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
が
低
い
の
で
、

今
回
の
計
画
見
直
し
の
中

で
、ご
み
減
量
に
向
け
た
、

更
な
る
市
民
啓
発
を
行
う

な
ど
の
施
策
を
実
施
す
る

よ
う
、
執
行
部
に
検
討
を

促
し
た
。

見
直
し
の
方
針

　
　

◎
第
５
次
総
合
計
画
等
関

連
計
画
と
整
合
性
を
図
る

◎
現
行
の
処
理
体
制
を
踏

襲
し
た
内
容
と
す
る
。

◎
他
市
町
の
計
画
を
参
照

し
計
画
内
容
の
表
現
を
工

夫
す
る
。
２
月
１
日
か
ら

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
市
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い
、
３
月
策

定
し
た
い
と
の
報
告
を
受

け
た
。

　
　
　
　
筑
紫
野
市
で
対

　
　
　
　
象
と
な
る
区
域

は
ど
こ
か
。

　
　
　
　
都
市
計
画
法
に

　
　
　
　

基
づ
く
用
途
地

域
等
の
う
ち
１３
区
域
で
あ
る

企
業
立
地
促
進
条
例（
一部
改
正
）

集
積
区
域
が
促
進
区
域
に
変
更

一
般
廃
棄
物
処
理
計
画

　（
ご
み
・
生
活
排
水
）の
見
直
し

所
管
事
務
報
告

標
準
的
な
家
庭
の
一
カ
月
の

　
　
　
　
上
下
水
道
料
金
比
較

所
管
事
務
調
査

委
員
会
で
の
質
疑

　
　

　
　
　
　
促
進
区
域
で
適

　
　
　
　用
対
象
と
な
る

業
種
は
何
か
。

　
　
　
　
主
に
製
造
業
、

　
　
　
　

情
報
通
信
業
、

学
術
開
発
研
究
機
関
な
ど

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
誘
致

し
た
場
合
に
優
遇
措
置

の
対
象
と
な
る
。

全員一致

可決

対象となる１３区域

①二日市中央
②湯町　③上古賀
④針摺　⑤岡田
⑥筑紫
⑦筑紫駅前通
⑧朝倉街道駅周辺
⑨筑紫駅周辺
⑩原田駅周辺
⑪天拝坂
⑫古賀　⑬山家

。

。

。

建設環境常任委員会

議会見学会に参加した
中学生に聞きました。
筑紫野市のどこが好き？



田舎でも都会でも
ないところ 

ショッピングセンターがあって、買い物
などが簡単にできて、便利なところ 

中学２年中学２年

　１２月定例会　審議結果
（１２月１日～１２月１９日）

7
議会だより筑紫野
平成３０年２月１５日

QRコード

議案の内容は、
市のホームページを
ご覧下さい。

○→賛成、●→反対、棄→棄権、欠→欠席　※議長は賛否が同数になった場合を除いて採決には参加できません。

平成29年第5回12月定例会の審議議案等一覧（賛否が分かれた案件のみを掲載）

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

採
決
結
果

赤
　
司
　

田
　
中

古
　
賀

山
　
本

宮
　
﨑

佐
　
藤

白
　
石

西
　
村

阿
　
部

辻
　
本

上
　
村
　

波
多
江

原
　
口
　

平
　
嶋
　

中
　
山
　

井
　
上
　

つくし野会派名

議員氏名
議案等名

筑紫野市議会議員の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例（一部改正）

市民会議 公明党 議長

髙
　
原
　

下
　
成
　

鹿
　
島
　

大
　
石
　

横
　
尾

条　　例・・・・８件　

専決処分・・・・３件　

そ の 他・・・・2件　　　　（①財産（土地）の取得　②市道路線の変更）

人事案件・・・・1件　　（筑紫野市教育委員会委員の任命　潮見　眞千子　氏）
しおみ ま　ち　こ

補正予算・・・１３件

市の条例で、市議会議員の定数
は 2 2 人と決めています。
議員定数の変更は、昭和 5 8 年
と平成１９年に定数の削減を実
施しています。

質問は１６頁参照。

Ａ.　 ① 筑紫野市議会議員定数の変遷

実施年

昭和５８年の選挙で実施

平成１９年の選挙で実施

議員定数

２７人 → ２４人

２４人 → ２２人

市議会クイズ　 No.２



議会を知る Facebook日記 議会のタイムリーな情報をフェイスブックで
発信しています。内容の一部を紹介します。

自分たちの分からな
い議会の働きが知れ
て良かったです。

とても良い印象を受け
ました。聞きたいことが
聞けて良かったです。

中学１年 中学１年

ＡＥＤの使い方を学ぶ議員

２時間の活発な意見交換に

活動に必要な蔵書の整理、
充実をはかった大津市の議会図書室

１月１5日　議会改革の視察受け入れ

　愛知県東海市議会の議会運営委員会が筑紫野市議
会に行政視察に来られました。視察内容は、「自由討
議、議会フェイスブックの導入、本会議の生中継の実
施について」です。

１月２９日～３１日 議運行政視察　

１２月１８日 救命救急講習を受講　

　議会運営委員会が、
京都府福知山市　議会改革の取組み、
滋賀県大津市　予算決算の審査など、
広島県呉市　議会図書室の機能強化について、
視察を行いました。

　筑紫野消防署で「普通救命講習Ⅰ」を議員が受講し
ました。筑紫野市議会災害対策プロジェクトチームで
企画しました。心肺蘇生やＡＥＤの使い方など、応急
手当を習得することができます。 

8
179号
議会だより筑紫野

議会運営委員の つぶやき

議員の つぶやき

　議会改革をもっとがんばろう。
視察を受け、さらに刺激を受けたわ。

議員の つぶやき

　命を守る知識と技術を習得。今後も
毎年、講習を受講しよう。

　政策立案や研究のために、書籍を揃える
ことや、議会の持つ情報を、利用、提供する
場として図書室整備って、大事だな。

QRコード

議会見学会に参加した
中学生に聞きました。
議員と話してどうでしたか？



学校のことや身近なことにつ
いて、たくさん聞いてくれて
楽しかったです。

こわいイメージだったけど、優しく接
してくださって、市のために頑張って
くださっていることが伝わりました。

中学２年 中学２年

（12月定例会の一般質問は、2月下旬以降に検索できます）
会議録の検索はこちらから

9
議会だより筑紫野
平成３０年２月１５日

①高齢者のひとり暮らし世帯について

■ 白石　卓也 　議員

①学校給食を公会計にしてはどうか
②まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況について

■ 辻本　美惠子　議員

①健康管理対策について
■ 中山　雄夫　議員

①筑紫小学校の学校選択制について
②市職員の勤務状況について
③筑紫野市公共交通網形成計画について

■ 田中　允　議員

①筑紫公園の設計検討への中高生の参加について
②障害者差別解消法施行以降の状況について

■ 西村　和子　議員

質 問 題 目   一 覧

市内の公園遊具シリーズその 1：上原田公園 

写真下の（　）は所属会派又は所属政党

会 

派

つくし野　 →つくし野
市民会議　→市民会議
公明党　　→公明党筑紫野市議団
日本共産党→日本共産党
（－）　　　→会派・政党いずれにも
　　　　　　所属しない議員

①マイナンバーカード普及促進について
②年金受給資格期間短縮について

■ 山本　加奈子　議員

①市町村国保の広域化について
■ 古賀　新悟　議員

一般
質問

筑紫野市政の
　 ここが知りたい！！ 

　１２月定例会の一般質問では、市政について７人の議員
が１２題目にわたり質問しました。
　質問答弁の内容については議員本人が要約しています。
掲載順は本会議当日の質問順ではありません。

（九州自動車道のそば、クリーンヒル宝満の近くにある公園。ローラースライダーをはじめ
とした遊具が数多く設置されています。また、公園奥には多目的グラウンドもあります。） 
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各行政区の
名前の由来は。

各委員会の担当はどうやって
決めているのですか。

議会見学会に参加した
中学生が、議場で議員に
質問しました。

179号　議会だより筑紫野

公
園
の
設
計
検
討
に
中
高
生
の
参
加
を

          

条
例
を
踏
ま
え
で
き
る
限
り
意
見
を
聞
く

　
　
　
　
　

子
ど
も
条
例

第
１２
条
を
踏
ま
え
、
多
く

の
市
民
に
愛
さ
れ
る
公
園

と
し
て
の
整
備
を
考
え
て

い
る
の
で
、
今
後
、
整
備

内
容
を
検
討
し
て
い
く
な

か
で
、
で
き
る
限
り
の
意

見
を
聞
い
て
い
き
た
い
。

建
設
部
長

　
　
　
　
　
　
　

差
別
解

消
等
の
取
組
み
を
行
う
筑

紫
地
区
障
害
者
差
別
解
消

支
援
地
域
協
議
会
を
設
置

し
た
が
、
市
民
か
ら
の
要

望
等
は
な
い
。
課
題
は
、

市
民
の
法
律
の
周
知
度
が

低
い
た
め
、
啓
発
に
努
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

健
康
福
祉
部
長

　
　
　
　
　

法
の
施
行
を

見
据
え
、
法
施
行
前
の
平

成
２７
年
度
か
ら
、
特
別
支

援
教
育
の
た
め
の
専
任
指

導
主
事
１
名
を
配
置
し
て

い
る
。
保
護
者
か
ら
は
、

通
常
学
級
で
授
業
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
段
差
解
消

の
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
設
置

や
交
流
学
級
時
に
お
け
る

黒
板
に
近
い
席
の
確
保
な

ど
の
要
望
が
あ
り
、
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

教
育
部
長

老
化
・
認
知
症
予
防
・
健
康

寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て 中山　雄夫

（つくし野）

健
康
管
理
対
策
の
対
応
は

　
　
　

高
齢
者
に
と
っ
て

の
食
生
活
や
運
動
習
慣
な

ど
を
身
に
つ
け
る
健
康
管

理
対
策
は
、
極
め
て
重
要

と
考
え
る
。
高
齢
者
の
健

康
維
持
管
理
に
貢
献
し
て

い
る
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
（
食
生
活
改
善
推
進

員
や
健
康
づ
く
り
運
動
サ

ポ
ー
タ
ー
）
の
活
動
に
対

す
る
、
市
の
支
援
の
方
向

性
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

議
員

議
員

筑
紫
公
園
の
設
計
検
討
に

中
高
生
の
参
加
を
提
案西村　和子

（市民会議）

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行

以
降
の
状
況
は

　
　
　
　
　
　
　

老
化
予

防
・
認
知
症
予
防
・
健
康

寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て
は

本
市
で
は
、
現
在
２
２
５

名
の
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
が
、
健
康
増
進
及
び

食
育
活
動
等
に
携
わ
っ
て

お
り
、
年
々
、
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意

識
も
高
ま
っ
て
い
る
。
今

年
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会
と
の
連
携
事

業
と
し
て
、
地
域
サ
ロ
ン

等
を
対
象
と
し
た
介
護
予

防
運
動
教
室
を
拡
充
し
て

お
り
、
終
了
後
も
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
。
今
後
も
、
健
康
づ

く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
・
育
成
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
地
域
や
関
係
機

関
等
と
連
携
し
な
が
ら
支

援
に
努
め
る
。

健
康
福
祉
部
長

　
　
　

障
害
者
差
別
解
消

法
施
行
に
伴
い
、
本
市
で

は
ど
の
よ
う
な
事
項
を
講

じ
た
の
か
。
法
律
施
行
後

２
年
近
く
が
経
過
し
た
が

新
た
な
課
題
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

、

　
　
　

筑
紫
駅
西
口
土
地

区
画
整
理
事
業
地
域
と
美

し
が
丘
地
域
と
が
繋
が
る

位
置
に
前
畑
遺
跡
の
土
塁

保
存
を
含
む
筑
紫
公
園
の

設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る

中
高
生
が
筑
紫
野
市
へ
の

愛
着
と
誇
り
を
も
ち
、
住

み
続
け
た
い
、
進
学
や
就

職
等
で
市
外
へ
転
出
し
て

も
先
々
は
戻
り
た
い
と
思

え
る
筑
紫
野
市
に
し
て
い

き
た
い
。
筑
紫
野
市
子
ど

も
条
例
第
１２
条
に
は
、

「
市
は
、
子
ど
も
が
ま
ち

づ
く
り
等
に
意
見
を
表
明

し
、
ま
た
は
参
加
す
る
機

会
を
提
供
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。」
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。
筑
紫
公
園

の
設
計
検
討
に
中
高
生
の

参
加
を
提
案
す
る
。

議
員

。、

、

その内容は？

介
護
予
防
運
動
教
室
を
拡
充
し
て
お
り
、地
域

や
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、支
援
に
努
め
る

中学１年中学１年



11 議会だより筑紫野 平成 30 年 2月15日

つくしちゃんは、どのような
きっかけで作られたのですか。

市のマスコットキャラクターは、
なぜ「ちくしちゃん」ではなく、
「つくしちゃん」なんですか。

。

学
校
給
食
食
材
費
を
公
会
計
に
し
て
は
ど
う
か

  

文
科
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
注
視
し
た
い

　
　
　
　
　

徴
収
総
額
は

約
４
億
８
千
万
円
で
あ
る

教
育
部
長

高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し

世
帯
に
つ
い
て

白石　卓也
（市民会議）

高
齢
者
ひ
と
り
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
充
実
を

　

 
通
報
装
置
や
地
域
・
行
政
等
で
サ
ポ
ー
ト
の
充

　

 

実
に
取
組
ん
で
い
る

　
　
　

高
齢
者
の
ひ
と
り

暮
ら
し
が
内
閣
府
の
調
査

で
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、

本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
状

況
及
び
サ
ポ
ー
ト
体
制
か

議
員

公
会
計
化
で
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
確
保
を

辻本　美惠子
（市民会議）

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
こ
れ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

 

平
成

２５
年
か
ら
平
成
２９
年
は

１
．
２５
倍
の
６
０
３
１
世

帯
と
な
っ
て
い
る
。
サ
ポ

ー
ト
体
制
と
し
て
２４
時

間
体
制
で
対
応
す
る
緊
急

通
報
装
置
の
設
置
、
日
常

的
に
は
民
生
委
員
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
見
守
り
や
家

庭
訪
問
事
業
者
と
協
定
の

締
結
を
行
い
、
見
守
り
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

健
康
福
祉
部
長

　
　
　

高
齢
者
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
日
常
は
、
家
族

が
一
緒
で
あ
れ
ば
問
題
な

く
解
決
で
き
る
こ
と
が
、

急
病
や
事
故
に
発
展
す
る

こ
と
が
想
像
で
き
る
。「
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」
は

や
は
り
「
通
報
」
で
あ
る

と
考
え
る
。
緊
急
通
報
装

置
の
全
体
概
要
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

議
員

　
　
　
　
　
　
　

緊
急
通

報
装
置
の
設
置
数
は
、
平

成
２８
年
度
末
で
２
８
８

世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
月
額
の
使
用
料
が
最
高

で
１
２
１
０
円
と
な
っ
て

お
り
、
介
護
保
険
料
の
所

得
段
階
に
よ
り
決
定
す
る

同
装
置
は
近
隣
住
民
の
協

力
が
必
要
と
な
っ
て
お
り

今
後
も
協
力
を
得
て
、
緊

急
時
の
対
応
や
安
否
確
認

等
に
対
応
し
て
い
く
。

健
康
福
祉
部
長

　
　
　

小
中
学
校
の
給
食

費
の
総
額
は
い
く
ら
か
。

議
員

　
　
　

事
務
作
業
は
学
校

事
務
員
が
す
る
と
し
て
管

理
回
収
の
責
任
者
は
誰
か

議
員

。

。

。

　
　
　
　
　

市
の
歳
入
歳

出
現
金
で
は
な
い
が
、
公

金
に
準
ず
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

教
育
部
長

　
　
　
　
　

公
会
計
化
に

つ
い
て
は
文
科
省
が
「
学

校
給
食
の
会
計
業
務
に
係

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
策

定
を
平
成
３０
年
度
に
予

定
し
て
い
る
。
そ
の
内
容

を
注
視
し
た
い
。

教
育
部
長

　
　
　
　
　

責
任
者
は
学

校
長
と
し
て
い
る
。

教
育
部
長

　
　
　
　
　
　
　

毎
年
度

３
千
人
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
等

に
よ
り
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
現
状
値

を
取
得
し
、
計
画
的
に
進

行
管
理
し
て
い
る
。

企
画
政
策
部
長

　
　
　
　
　
　
　

他
市
に

お
け
る
取
組
状
況
を
踏
ま

え
て
、
調
査
研
究
し
た
い

企
画
政
策
部
長

　
　
　

保
護
者
か
ら
の
収

入
と
食
材
業
者
へ
の
支
出

は
、
市
の
歳
入
歳
出
予
算

と
し
て
計
上
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
は
ず
。
共
同
調

理
場
に
入
金
さ
れ
た
も
の

は
公
金
で
は
な
い
の
か
。

議
員

　
　
　

食
材
費
を
予
算
計

上
し
、
議
会
で
の
審
議
、

監
査
の
対
象
と
す
る
べ
き

公
会
計
化
す
る
こ
と
で
、

学
校
ご
と
の
事
務
と
学
校

長
の
負
担
を
軽
減
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

議
員

　
　
　

総
合
戦
略
の
進
行

管
理
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。

議
員

　
　
　

他
の
自
治
体
で
の

取
り
組
み
は
ネ
ッ
ト
上
で

有
識
者
会
議
の
会
議
録
や

効
果
検
証
シ
ー
ト
な
ど
、

検
討
内
容
と
結
果
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
筑
紫
野

市
で
は
会
議
録
は
公
開
さ

れ
て
い
る
が
、
検
証
と
評

価
は
公
表
さ
れ
な
い
の
か

議
員

　
　
　

地
方
創
生
交
付
金

に
よ
る
４
事
業
は
目
標
値

も
達
成
し
内
容
も
期
待
さ

れ
る
が
、
そ
の
後
の
事
業

展
開
は
ど
う
す
る
の
か
。

議
員

。

。

、。。

　
　
　
　
　
　
　

創
業
意

欲
喚
起
事
業
と
ち
く
し
の

魅
力
発
信
事
業
の
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
、
地
方
創

生
交
付
金
は
異
な
る
分
野

の
政
策
間
連
携
等
が
要
件

と
な
っ
て
い
る
、
こ
れ
を

踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

企
画
政
策
部
長

中学 2年中学２年
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クリック！

子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス（
ぴ
っ
た
り

サ
ー
ビ
ス
）本
格
運
用
は

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成

２９
年
１０
月
末
で
７.
５

％
。
個
人
情
報
保
護
委
員

会
は
、
国
で
設
置
さ
れ
た

機
関
で
本
市
も
委
員
会
が

定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

即
し
て
外
部
か
ら
の
不
正

ア
ク
セ
ス
を
防
止
す
る
措

置
等
を
講
じ
て
い
る
。

企
画
政
策
部
長

　
　
　
　
　
　
　

既
に
実

施
し
て
い
る
自
治
体
の
実

績
が
低
調
で
あ
る
為
、
他

の
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
検
討
す
る
。

企
画
政
策
部
長

　
　
　
　
　
　
　

本
市
で

も
１１
月
か
ら
児
童
手
当

に
係
る
手
続
の
電
子
申
請

が
可
能
。
児
童
扶
養
手
当

等
そ
の
他
の
業
務
に
つ
い

て
も
順
次
対
応
を
行
う
。

企
画
政
策
部
長

　
　
　
　
　
　
　

月
額
約

１
万
６
千
円
と
な
る
。

市
民
生
活
部
長

　
　
　
　
　
　
　
「
福
岡

県
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
」
に
基
づ
き
事
務
を
進

め
る
予
定
で
あ
る
。

市
民
生
活
部
長

　
　
　
　
　
　
　

現
時
点

で
は
、
保
険
税
率
等
を
含

め
た
本
市
の
国
保
運
営
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

市
民
生
活
部
長

　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
ま

で
に
も
、
国
民
健
康
保
険

財
政
の
安
定
化
の
た
め
の

財
政
措
置
等
に
つ
い
て
要

望
し
て
き
て
お
り
、
今
後

も
継
続
す
る
。

市
民
生
活
部
長

　
　
　
　
　
　
　

１０
月
末

で
１
５
６
人
、
う
ち
請
求

者
数
７１
人
、
１２
月
分
保
護

費
は
、
２
５
３
万
３
５
８

８
円
減
額
と
な
っ
た
。
申

請
漏
れ
防
止
の
為
に
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
が
全
対
象
者

を
家
庭
訪
問
し
確
認
作
業

を
行
っ
て
い
る
。

健
康
福
祉
部
長

山本　加奈子
（公明党）

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
は
申
請
が
面
倒
・
必

要
性
を
今
一
つ
感
じ
づ
ら

い
・
情
報
漏
洩
等
が
心
配

等
の
理
由
か
ら
全
国
普
及

率
は
平
成
２９
年
５
月
時

点
で
９
％
。
市
の
普
及
率

は
。
個
人
情
報
保
護
委
員

会
と
、
そ
れ
に
伴
う
市
の

取
組
み
は
。

議
員

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
個

人
向
け
専
用
サ
イ
ト
「
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
で
は
一

部
の
自
治
体
で
保
育
や
児

童
手
当
等
に
関
し
て
２４
時

間
ど
こ
か
ら
で
も
出
来
る

電
子
申
請
、
子
育
て
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

（
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
）

が
開
始
。
本
市
の
本
格
運

用
の
見
解
は
。

議
員

　
　
　

国
民
年
金
の
み
で

１０
年
間
全
額
納
付
の
場

合
、
支
給
額
は
。

議
員

　
　
　

２
０
１
８
年
度
か

ら
国
保
の
運
営
を
都
道
府

県
と
市
町
村
が
共
同
で
行

う
こ
と
に
な
っ
た
。
都
道

府
県
単
位
化
で
市
の
国
保

の
業
務
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
の
か
。

議
員

　
　
　

国
保
加
入
者
の
命

と
健
康
を
守
る
と
い
う
国

の
責
務
を
果
た
す
国
庫
負

担
の
増
額
を
大
幅
に
行
う

よ
う
、
国
に
求
め
て
い
く

べ
き
だ
が
本
市
の
考
え
は

議
員

　
　
　

保
険
料
の
賦
課
決

定
権
は
市
町
村
に
あ
る

が
、
本
市
は
県
が
策
定
す

る
標
準
保
険
料
率
を
使
っ

て
賦
課
し
、
徴
収
を
行
う

の
か
。
福
岡
県
は
、
平
成

３０
年
度
以
降
か
ら
３
年
間

は
激
変
緩
和
措
置
を
行
う

と
し
て
い
る
が
、
本
市

議
員

　
　
　

生
活
保
護
受
給
者

が
年
金
受
給
資
格
者
と
な

れ
ば
、
自
分
で
支
払
っ
た

保
険
料
に
基
づ
く
年
金
で

一
部
の
生
活
費
を
賄
え
る

事
と
な
る
。
年
金
受
給
対

象
者
数
と
請
求
者
数
、
減

額
さ
れ
る
保
護
費
と
申
請

漏
れ
防
止
の
対
応
は
。

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普

及
促
進
に
つ
い
て

年
金
受
給
資
格
期
間
が

２５
年
か
ら
１０
年
に

市
町
村
国
保
の
広
域
化
に

つ
い
て

　
　
　

総
務
省
は
住
民
票

等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
に
向
け
、
平
成

３０
年
度
末
で
切
れ
る
特

別
交
付
税
措
置
を
、
１
年

議
員

延
長
。
期
限
迄
に
サ
ー
ビ

ス
導
入
す
れ
ば
３
年
間
支

援
す
る
と
し
て
い
る
。
市

の
見
解
は
。

は
、
現
行
保
険
税
額
の
維

持
を
行
う
の
か
。
ま
た
、

保
険
税
引
き
上
げ
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
、
激
変
緩

和
措
置
終
了
後
、
本
市
の

法
定
外
繰
入
額
の
減
額
は

行
う
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
る
が
、
本
市
の
考
え
は

。 。

インターネットで本会議の映像を視聴できます。
本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。 筑紫野市議会

児
童
手
当
手
続
は
電
子
申
請
可
能
、順
次
対
応
行
う

現
行
保
険
税
額
の
維
持
を
行
う
の
か

古賀　新悟
（日本共産党）

国
保
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
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地
域
公
共
交
通
網
形
成
は

　
　
　
　
　

      

運
輸
支

局
や
事
業
者
等
と
協
議
を

重
ね
て
き
た
が
、
現
在
、

検
討
内
容
の
実
現
可
能
性

に
つ
い
て
検
証
し
て
い
る

次
に
、
意
見
や
要
望
は
、

計
画
へ
の
反
映
や
計
画
に

基
づ
く
具
体
的
な
施
策
を

検
討
す
る
際
の
参
考
と
し

て
い
る
。

　
　
　

計
画
の
目
標
年
次

は
平
成
３１
年
度
に
な
っ

て
い
る
が
、
新
庁
舎
へ
の

ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、

今
年
１１
月
の
新
庁
舎
竣
工

に
向
け
て
実
施
し
た
い
。

計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
時

間
表
を
作
り
、
バ
ス
の
乗

降
場
所
を
決
め
、
何
回
も

試
行
し
て
い
る
。

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

　
　
　
　
　

 

平
成
３０
年

度
か
ら
若
江
区
の
児
童
を

教
育
部
長

市
長

田中　允
（－）

　
　
　

議
会
報
告
会
の
中

で
も
、
公
共
交
通
網
の
早

期
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
計
画
の
進
捗
状
況
は

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が

実
施
さ
れ
た
が
、
意
見
や

要
望
に
つ
い
て
の
対
応
は

議
員

　
　
　

地
域
交
通
に
関
す

る
取
組
み
に
つ
い
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
検
討
し

て
も
ら
い
、
ま
た
、
で
き

る
所
か
ら
実
施
し
て
は
。

議
員

　
　
　

筑
紫
地
区
の
小
学

校
規
模
（
原
田
小
９
０
０

人
超
、
筑
紫
小
1
0
0
0

人
超
、
筑
紫
東
小
４
０
０

人
）
の
平
準
化
に
つ
い
て

対
象
地
区
の
拡
大
を
。
若

江
地
区
か
ら
筑
紫
東
小
間

の
通
学
路
の
安
全
確
保

は
。 議

員

　
　
　

行
政
区
の
中
で
、

２
つ
の
小
学
校
に
通
学
す

る
こ
と
と
な
れ
ば
、
子
ど

も
会
や
通
学
見
守
り
の
関

係
で
課
題
が
出
て
く
る
の

で
は
な
い
か
。

議
員

　
　
　

①
過
去
５
年
間
の

残
業
実
績
、②
精
神
疾
患

に
よ
る
原
因
復
職
状
況
、

③
産
休
育
休
の
取
得
状
況

④
各
職
員
数
の
推
移
、⑤

保
育
所
の
職
員
確
保
に
つ

い
て
質
問
し
た
が
、
紙
面

の
都
合
で
割
愛
し
た
。

議
員

筑
紫
野
市
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
に
つ
い
て

筑
紫
小
学
校
か
ら
筑
紫
東

小
学
校
へ
の
学
校（
通
学
）

選
択
制
に
つ
い
て

市
職
員
の
勤
務
状
況

　
　
　

            

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
単
位
で
の
運
行
は

各
地
域
の
実
情
と
課
題
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
協
議
を

行
う
。

。

　
　
　
　
　

１
行
政
区
で

２
つ
の
小
学
校
に
通
学
し

て
い
る
所
が
あ
る
の
で
、

そ
の
行
政
区
の
取
組
み
を

参
考
に
進
め
て
い
き
た
い

教
育
部
長

。。、

対
象
に
筑
紫
東
小
へ
の
学

校
選
択
制
を
導
入
す
る
が

そ
の
動
向
を
見
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
通
学
路
の
安

全
対
策
は
地
元
、保
護
者
、

関
係
部
署
と
連
携
し
、
対

処
し
て
い
く
。

。、

新
庁
舎
完
成
予
定
の
今
年
11
月
に
向
け
て
、

新
庁
舎
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
確
保
し
た
い

日 月 火 水 木 金 土
2/18 19 20

請願・陳情
12時受付
締切

議会運営
委員会 

本会議
予算委員会

本会議
初日

本会議
（会派代表
質問）

予算委員会 

一般質問 一般質問 本会議
最終日

予算委員会 予算委員会 予算委員会
（予備日） 

予算委員会 

常任委員会 常任委員会 常任委員会 常任委員会 

①産廃
②庁舎
特別委員会

21 22 23 24

25 26 27 28 3/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

※変更する場合があります。

平成30年 3月定例会
市議会関係日程のお知らせ
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市の現況がわかるように、
今後も参加したいです。

初めて参加しました。より住みやす
く安心できる地域にするために、知
ることが最も大切だと思いました。

５０代男性７０代女性

コミュニティバス
の運行は

災害時の水の確保は

　　 市庁舎の地下水（井戸）の設置を要望する。
立派な市庁舎が出来るが、災害時の避難場所に
もなる。水道も電気も止まる恐れがあるから、
その際の水の確保をどうするのか。

　　 新庁舎は、雨水の再利用と井戸水と水道
水の併用を行う計画となっています。

質疑

応答

　　 交通空白地域の解消やコミュニティバ
スの運行など、地域公共交通網形成計画の進
捗状況はどのようになっているのか。

　　 地域公共交通網形成計画に基づく施策は、
平成３１年度までの実施を目指し、関係機関と
協議中と報告を受けています。

質疑

応答

キーワードは、付箋と 議会だより
ふ せん

　今回は、 ①議場での開催、 ②付箋を使った意見集約、 ③説明資料に議会
だよりを使用するなど、初めての試みを行いました。
　参加していただいた皆様、ありがとうございました。

付箋に意見を記入した後、意見交換 議会からの報告。資料は議会だよりを使用

地域
交通市庁舎
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議会だよりを使っての説明
は、とてもわかりやすくて、
良い取組みだと思いました。

付箋を使った意見交換だった
ので、良かった。手を挙げて
言うには勇気がいるので。

５０代女性 ４０代男性

参加者の声　

参加者の質問・意見 146件

ダム上流にある
産廃処分場の現状は

　　山神ダム上流にある産廃処分場の現状は。

　　 産廃処分場には約130万トンの廃棄物
が埋まっています。廃油等受託廃棄物が約
4100トン保管されている状況であり、この受
託廃棄物の早期撤去を県に伝えています。
　また、安全安心な水であることの確認のため、
水質調査を行っています。

質疑

応答

身近に感じられる
議会改革を

　　 議会基本条例や議会報告会など、取組み
が進んでいるが、議会がもっと身近に感じられ
るような更なる改革について聞きたい。

　　 議会報告会のみでなく、オープンに議会
に来ていただいたり、逆に気楽な茶話会に議員
が参加するなどを考えています。魅力ある議会
としていきたいと思っています。

質疑

応答

第７回
議会報告会
開催しました

７会場で、参加者から１４６件の質問、意見が
ありました。質問が多かったベスト３

１位　地域交通
２位　市庁舎
３位　山神産廃問題
３位　議会改革

掲載できなかった意見や質疑応答は、筑紫野市
議会のホームページに掲載しています。

議場での開催は初。参加者は議員席に

産廃議会
改革

開催日 会場名 参加者数

１２人御笠コミュニティセンター

山口コミュニティセンター

筑紫南コミュニティセンター

山家コミュニティセンター

筑紫野市議会議場

二日市東コミュニティセンター

筑紫コミュニティセンター

１５人

１７人

１４人

２１人

２７人

２１人

１２７人

11月7日（火）

11月8日（水）

11月9日（木）

合　計



住んでいる地域に誇りを持つ

◇議会見学会で議長役を務めた感想は？ 
　議長席に座って、参加したみんなの表情
を見ることができ、誰が発言したいのかが、
よく分かりました。生徒会でも、みんなの
表情を見て、発言したい人を把握したいで
す。

◇学校で伝えたいことは？
　自分達が住んでいる地域には、こんな良
い所があるんだということを、生徒全員に
伝えて、誇りを持ってほしいです。そして、
自分達の学校のレベルを高くしていきたい
です。

■次回　第180号は平成30年5月15日発行予定です。印刷 /秀英社印刷株式会社

広報委員会
委 員 長 鹿島　康生

【今回の表紙】 市内の風景シリーズ

旧九州鉄道城山三連橋梁

辻本美惠子・井上　剛士
古賀　新悟・山本加奈子

副委員長

委　　員

波多江祐介

Vol.6議 会 を 見 に い く 見学者の声

写真上／１月　写真右／４月　写真下／６月　写真左／９月
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city.chikushino.fukuoka.jp

議会見学会で議長役を務めた
古城 和翔 さん（中学２年）

①２２人

②２４人

③２７人

ページをめくって答えをさがそう 

編集後記

Q  筑紫野市議会議員の議員
　 定数は何人でしょう？

　広報委員会は、市民の方々により親しんで読んで
頂けるよう編集を行っています。昨年１１月に行った
議会報告会では、初めて議会だよりを活用して報告を
試みました。今後も市民の皆さんのご意見を頂き
ながら、改善を重ねてまいります。（古賀）

市議会クイズ　 No.2


